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研究成果の概要（和文）： 
産官学連携ネットワークの実態を解明するために，(1)米国 Thomson Reuters 社作成の引用索
引統計データベース，(2)国立情報学研究所作成の「引用文献索引データベース」，(3)産学連携
活動を反映する Web データに着目し，共著・引用関係やリンク関係などを分析した。モデル拡
張の鍵となる日本の学術研究の国際化について新しい知見を得たほか，3 元以上の書誌データ
分析のための統計的指標・手法を提案し，それらの有効性を示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In order to investigate the situation, trends, and structure of 
industry-university-government collaboration networks in Japan, we use (1) NCRJ 
produced by Thomson Reuters (2) Citation database for Japanese Papers (CJP) by 
National Institute of Informatics, (3) web data reflecting collaborations between 
universities and industry, and make analysis focusing on co-authorship, citing and 
linking relations among sectors. Our research provided basic and useful information 
that has not been distinctly noticed in terms of internationalization of Japanese 
academic research which is a key for extension of the model. In addition, we also 
proposed statistical indicators and new approaches for the analysis, and showed them 
as effective and powerful methods for analyzing the complex correlation structures 
among larger numbers of sectors. 
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１．研究開始当初の背景 
十年以上にわたる不況を背景として，企業の
研究開発に大学の力を活用することを目的
として，2000 年前後より，産学連携の促進
がはかられ，日本版バイ・ドール法等の関係
法制の整備が進められた。2001 年以降，内
閣府主催「産学官連携サミット」「産学官連
携推進会議」などのイベントも毎年開催され
ている。この時期はまた国立大学の法人化も
進められ，産学連携は教育，研究に次ぐ大学
3 番目のミッションとして位置付けられるに
至っている。だが，制度・環境面の整備に並
行して，産学連携は本当に進んでいるのか，
その実態解明は未だ不十分である。政策の効
果を評価し，産学連携を一層進めるために，
わが国における産学連携の特徴を客観的に
数値化する努力が必要とされている。 
 
２．研究の目的 
ここ数年，産業界から産学連携に対する要求
が声高に語られ，大学側でもこれに応えて学
内に産学連携推進組織を整備するなどの対
応が図られている。しかし，全般的に見ると
両者の研究協力関係は対等とはいえず，大学
にとっての企業の重要性は，企業にとっての
大学のそれに及ばないように見える。情報量
統計を用いた分析では，1995 年前後を境と
して，大学が企業との共同研究からむしろ離
れていく様相も明らかになった。このような
日本における産官学連携の実態は，海外研究
者により従来から主張されてきた Triple 
Helix（三重螺旋）モデルではうまく説明す
ることができない。 
本研究は，これまでの研究結果を踏まえ，日
本における knowledge-based innovation 
system の浸透や日本独自の文化的要因など
を考慮しつつ，さらに分析を重ねて，日本の
実態を説明することができる拡張 Triple 
Helix モデルを構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 米国 Thomson Reuter 社作成の引用索引
統計データベース(NCR-J)および国立情報学
研究所作成の日本論文の「引用文献索引デー
タベース」(CJP) に基づき論文の共著関係や
引用関係に注目し，書誌計量学的方法により
産官学連携ネットワークの実態・構造分析を
行う。 
(2) 産学連携が活発な大学に対して，産学連
携の実態や大学の Web データの特徴・構造
についてヒアリングや詳細な個別調査を行
い，それらを踏まえた上で，日本の産学連携
の実態を反映するWeb データ(リンク関係を

含む)の収集方法や適切な指標の検討を行う。
得られたデータをウェブ計量学的方法によ
って分析することで，産学連携活動について
検討する。 
 
４．研究成果 
(1) 分析用の基礎データの整備・処理方法の
検討および可視化ソフトウェアの開発 
本分析に欠かせないデータの所属機関の

名寄せ作業・機関名同定を行い，分析用の基
礎データを整備した。「引用文献索引データ
ベース」(CJP)については，独自のストップ
ワード等を利用した機関名・部門名の切り分
け，定型表現の規格化・組織の階層構造によ
る上位組織名の切り出し，目視によるチェッ
クに加え，新たな編集距離アルゴリズムを利
用するための条件や問題点，成功率等につい
て，実験・検討を行った。名寄せ済みのデー
タを用い，共著者の組織間の繋がりを，分
野・年度・地域性の角度から可視化するソフ
トウェアも開発した(図 1)。 
 

1．共同研究組織間のネットワーク 

) 引用索引データベースにおける共著論文

用文献索引データベース(CJP)を用

国 ISI 引用索引統計データベース(NCR-J) 

フィカルモデリング理論の有効性を検証し

図
 
(2
による研究ネットワーク形成の書誌計量学
的分析 
日本の引
いて，モデルの拡張を検討する上で鍵となる
国内学術雑誌への海外からの投稿動向や海
外著者の特性を分析し，投稿論文数の増減に
影響を与える要因を探った。これにより，必
要性が指摘されてきた国内学術雑誌の「国際
化」について，データに基づく実証的な結果
を得ることができた。 
 
米
を用いて，産・官・学・国際の４セクタの関
連性分析に当たって，情報量理論およびグラ



た。当該理論を用いることで，日本の産官学
連携ネットワークの変容，日本の産官学連携
において「国際」セクタが近年中心的な位置
を占めるようになっていることが示された
(図 2，図 3)。 
 

図 2．共著関係に基づく日本の産官学間の相
情報量の経年変化 

図 3．グラフィカルモデリングによるセクタ
間関係の変化 

の関係に着目し，国際研究ネ
トワークの形成および産学連携の時系列

変

図 4．機関種・著者 別の引用度 
     (1 97 年・生医) 

 
図 5．海外との連携と引用度(生医) 

 
(3) ・手
の検討 

主要なデータである。しかし，拡

，我々は海外との共著を詳細に分析
す

活動の解析 
学連携活動が多い大学を対象として，産学

は国際学会・国内学会で発表し
ほか，国際・国内学術誌にも投稿し，内外

互
 

 
日本の研究者が関与した論文の著者数と

論文数・引用度
ッ

化との関連を重点的に分析した。その結果，
著者数が多い論文ほど引用度が高いこと，そ
の傾向は生医系で顕著であること，生医系で
は国内著者のみの論文と比べて同じ著者数
でも海外著者を含む論文の引用度が約 2倍で
あることなど，多くの事実が明らかになった。
海外機関との共同研究の引用度の高さと学
術研究の国際化との関係や研究ネットワー
クの形成メカニズムについて，今後さらに検
討を進める予定である。 

数
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 書誌データ分析のための統計的指標
法
論文の共著情報は，ビブリオメトリックス分
野における
張 Triple Helix モデルの研究において必要
となる 3元以上の書誌データについては，こ
れを分析するための方法が確立していない。
われわれは，産官学，国際的論文共著関係に
対して，連関係数や対数線形モデルなどの統
計手法で分析するとともに，エントロピーや
多次元相互情報量など情報理論の指標やグ
ラフィカルモデリング理論の有効性も検討
した。 
また，国際研究ネットワーク形成を考察す

るために
べく海外を三地域に細分した上で，合計 8

セクタに関する 255パタンの時系列データを
用意し，次元の分割による多変量統計解析も
試みた。ただし，得られた結果は必ずしも解
釈しやすいものではなく，状況・関係を理解
しやすく表現する手法を考えることが今後
の課題として浮かんでいる。 
 
(4) Web データを用いる産学連携
産
連携の実態や大学の Web データの特徴・構造
について個別調査を行い，それを踏まえた上
で，日本の産学連携の実態を反映する Web デ
ータの収集方法や適切な指標を検討した。具
体的には，国内主要 11 大学の Web サイトを
クロールし，①産学連携情報の同定・抽出方
法の検討，②大学・企業間リンクを利用した
産学連携実態の分析を行った。①では，フィ
ルタリング方法を 3種類考案し，それらの方
法を比較しつつ同定・抽出精度の改善をはか
った。②では，大学から企業へのリンクのア
ンカーテキストに注目して，産学間ウェブリ
ンクを抽出した。リンク先企業の業種分析を
通じて，大学・企業間リンクが形成された目
的や産学連携活動との関連が明らかになり
つつある。 
 
本研究の成果
た
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の研究者との意見交換・情報発信・共同研究
等を積極的に行った。産学連携，科学技術な
どに関する政策の有効性を評価するには，客
観的データに基づく統計的分析，計量的評価
の努力が欠かせない。これまでの成果を踏ま
えて，今後もさらに研究を継続する必要があ
ると考える。 
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